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連
載

◆ メ ン テ ナ ン ス・ レ ジ リ エ ン スTOK
YO2017（プラントメンテナンスショ
ー／インフラ検査・維持管理展／労
働安全衛生展ほか）
会期：2017年7月19日（水）～ 21日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷ 会
場：東京ビッグサイト 東ホール（東
京都江東区有明3-11-1）▷入場登録
料：\3,000（税込）＊招待状持参者、
事前登録者は無料▷主催：一般社団
法人日本能率協会ほか/問合せ先：来
場者ヘルプデスク03-6809-2707（K3 
クリエーション内）

◆気象・環境テクノロジー展
会期：2017年7月19日（水）～ 21日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷ 会
場：東京ビッグサイト 東ホール（東京
都江東区有明3-11-1）▷入場登録料：
\3,000（税込）＊招待状持参者、事前登
録者は無料▷主催：一般社団法人日本
能率協会/問合せ先：来場者ヘルプデ
スク03-6809-2707（K3 クリエーション
内）

◆第8回 省エネ・節電 EXPO（同時開催＝第
12回オフィスセキュリティ EXPO ／第11
回オフィス防災EXPO ／第7回オフィスサ

ービスEXPO／第5回HR EXPO ～人事労務・
教育・採用支援展～／第4回ワークスタ
イル変革EXPO ／第2回会計・財務EXPO）
会期：2017年7月26日（水）～ 28日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00▷会
場：東京ビッグサイト（東京都江東
区有明3-11-1）▷入場料：無料（事前
登録制）▷主催：リード エグジビシ
ョン ジャパン 株式会社/問合せ先：

《来場に関して》03-5324-1312《出展
に関して》03-3349-8515

◆国際フロンティア産業メッセ2017
会期：2017年9月7日（木）・8日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00▷ 会場：
神戸国際展示場1・2号館（神戸ポート
アイランド）兵庫県神戸市中央区港島
中町6-11-1▷入場料：無料▷主催：
国際フロンティア産業メッセ2017実
行委員会/問合せ先：03-5649-6722（日
刊工業新聞社　大阪支社　イベント
グループ内）

◆EVEX（EV・PHV普及活用技術展）2017
会期：2017年9月13日（水）～ 15日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト 東ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷入場登録料：
\2,000（税込）＊招待券持参者・展示
会公式WEBサイトからの事前登録者は
無料▷主催：EVEX実行委員会/問合せ

先：事務局03-3503-7660（アテックス
内）

◆[関西]スマートエネルギー Week2017
（第5回［関西］PV EXPO ～［関西］

太陽電池展 ～／第5回［関西］太陽光
発電システム施工展／第4回［関西］
二次電池展 ～バッテリー 大阪～／第
4回［関西］スマートグリッド EXPO
／第2回［関西］水素・燃料電池展 ～

［関西］FC EXPO ～／第2回［関西］
バイオマス発電展／第1回［関西］火
力発電 EXPO ／第1回［関西］WIND 
EXPO ～［関西］風力発電展 ～）
会 期：2017年9月20日（水 ）～ 22日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：インテ
ックス大阪（大阪市住之江区南港北
1-5-102）▷入場料：無料（登録制）
▷主催：リード エグジビション 
ジャパン株式会社/問合せ先：展示
会事務局＜出展に関して＞03-
3349-8576＜ 来 場 に 関 し て ＞03-
5324-1244（リード エグジビション 
ジャパン内）

●太陽光発電O&M（運転管理・保守点検）セミナー　
～第三者認証を取得するためのエッセンス～
会期：2017年7月13日（木）▷ 時間：13：
30～ 16：30（受付開始13：00）▷会場：

秋葉原ダイビル2階　コンベンションホ
ール（東京都千代田区外神田1-18-13）▷
参加費：無料（事前申込制）▷申込先メ
ールアドレス：pv@pse-info.com ▷主
催：秋葉原駅前商店街振興組合/問合せ
先：03-3255-8082（PSEインフォメーショ
ンセンター）

●講演会『バイオマス発電産業のめざすもの』
会期：2017年7月18日（火）▷時間：14：
00～ 17：00▷会場：機械振興会館B2F
多目的ホール（東京都港区芝公園3-5-8）
▷参加費：\2,000（事前申込制）▷申込
先メールアドレス：https://goo.gl/Va
GT4x ▷主催：一般社団法人バイオマス
発電事業者協会（BPA）／ＮPO法人農都会
議/問合せ先：03-6450-3900（BPA事務局）

●第14回ヒートポンプ・蓄熱シンポジウ
ム
会期：2017年7月24日（月）＊懇親会あり　
＊施設見学会あり（大手町パークビル
サブプラント）＝2017年7月25日▷ 時
間：13：00～ 17：25（受付開始12：30）
＊懇親会＝24日17：30～ 19：00　＊施
設見学会＝25日10：00～ 12：30　▷会
場：国際ファッションセンタービル3F
KFCホール（東京都墨田区横網1-6-1）＊
懇親会会場＝国際ファッションセンタ
ービル 5F 第一ホテル両国「北斎」▷
参加費：無料（事前申込制）＊懇親会参

加費＝\5,000（税込）　＊施設見学会参
加費＝\2,000（税込：事務局経費）▷主
催：一般財団法人 ヒートポンプ・蓄
熱センター/問合せ先：ヒートポンプ・
蓄熱センター ヒートポンプ・蓄熱シ
ンポジウム事務局03-5643-2403
●NEDO環境部事業報告会
会期：2017年7月26日（水）▷開催時間：
9：00 ～ 17：25（受 付8：30 ～）▷ 会
場：NEDO川崎本部　2301会議室（神奈
川県川崎市幸区大宮町1310　ミュー
ザ川崎セントラルタワー 23階）▷参加
費：無料▷主催：国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）/問 合 せ 先：044-520-5250
（NEDO環境部）

●イノベーション・ジャパン2017
会 期・ 時 間：2017年8月31日（木 ）9：
30 ～ 17：30 ／ 9月1日（金 ）10：00 ～
17：00▷会場：東京ビッグサイト 東
1・4ホール（東京都江東区有明3-11-
1）▷参加費：無料（要事前登録）▷主
催：国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）／国立
研究開発法人科学技術振興機構（JST）
/問合せ先：運営事務局03-5649-6722

新エネルギー関連
イベントカレンダー（7月～ 9月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
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地域の

地域による
地域のための

第⑪回

▼
「
花
岡
事
件
」
の
現
地
を

訪
ね
て

２
０
１
７
年
７
月
１
日
、

２
日
に
、
秋
田
県
大
館
市
を

訪
ね
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ

る
「
花
岡
事
件
」
か
ら
72
年

目
の
記
念
行
事
と
そ
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、

花
岡
事
件
の
背
景
を
知
る
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

事
件
の
概
要
と
し
て
は
、

１
９
４
５
年
７
月
１
日
の
夜

10
時
過
ぎ
、
当
時
の
鹿
島
組

作
業
所
で
、
中
国
か
ら
強
制

収
用
さ
れ
た
中
国
人
労
働
者(

労
工
）
た
ち
が
、
飢
え
と
虐

待
に
抗
し
て
一
斉
に
蜂
起
し
、

日
本
人
補
導
員
４
名
と
中
国

人
１
名
を
殺
害
し
、
逃
走
し

た
。
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
た
め
、

警
察
や
旧
軍
な
ど
の
２
万
人

か
ら
な
る
鎮
圧
隊
の
手
に
よ

っ
て
中
国
人
労
工
は
包
囲
さ

れ
、
拷
問
を
受
け
、
死
亡
者

は
４
１
９
名
に
達
し
た
。

筆
者
が
参
加
し
た
行
事

は
、
花
岡
事
件
の
事
実
を
解

明
し
よ
う
と
、
人
生
を
か
け

て
30
年
以
上
に
わ
た
り
日
中

で
調
査
・
執
筆
・
演
劇
活
動

を
し
て
い
る
石
飛
仁
氏
が
、

花
岡
で
21
年
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
恒
例
行
事
で
あ
る
。

事
件
現
場
で
あ
る
大
館
市

で
は
、
例
年
６
月
30
日
に
、

市
長
も
参
加
し
て
慰
霊
行
事

を
行
っ
て
い
る
。
が
、
事
件

の
発
生
日
は
、
６
月
30
日
で

は
な
く
７
月
１
日
で
あ
る
な

ど
、
事
実
と
は
異
な
る
対
応

や
認
識
が
あ
る
。

事
件
は
終
戦
直
前
の
労
働

力
や
物
資
不
足
の
動
乱
期
に

起
こ
り
、
終
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
る
占
領
と
な
り
、
事
件

の
責
任
解
明
の
た
め
二
つ
の

裁
判
が
行
わ
れ
た
が
、
十
分

な
審
理
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
現
地
に
お
い

て
も
、
誤
解
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

▼
抹
消
で
き
な
い
歴
史

い
ま
を
生
き
る
私
た
ち
の

日
常
の
出
来
事
も
歴
史
と
な

る
。
最
近
の
話
題
で
は
、
中

学
生
棋
士
の
藤
井
聡
太
４
段

は
、
プ
ロ
棋
士
と
な
っ
て
以

来
、
公
式
戦
29
連
勝
の
新
記

録
を
つ
く
っ
た
。
彼
の
一
手

一
手
が
歴
史
を
つ
く
っ
た
と

い
え
る
。

上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ
夫

婦
に
は
、
自
然
交
配
で
、
メ

ス
の
赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ
が
誕

生
し
元
気
に
育
ち
、
東
京
生

ま
れ
の
パ
ン
ダ
の
記
録
と
歴

史
を
つ
く
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
都
議
会
選
挙

で
、
小
池
百
合
子
知
事
が
率

い
る
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
候

補
者
の
９
割
が
当
選
し
、
安

倍
晋
三
総
理
の
自
民
党
が
候

補
者
の
６
割
が
落
選
す
る
と

い
う
結
果
は
、
政
治
上
の
歴

史
と
な
っ
た
。

日
々
の
努
力
や
、
何
気
な
い

行
為
が
歴
史
を
つ
く
り
、
ま
た

自
信
た
っ
ぷ
り
の
行
為
が
、
功

成
と
反
省
の
歴
史
を
つ
く
る
。

こ
れ
は
論
語
や
故
事
が
教
え
る

通
り
で
あ
る
。
行
為
や
出
来
事

に
は
、
歓
迎
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ

る
。
が
、
そ
の
事
実
を
消
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

▼
「
友
子
制
度
」

の
崩
壊

鉱
山
や
炭
坑
、
そ
し
て
土

建
現
場
で
は
、
か
つ
て
「
友

子
制
度
」（
友
子
同
盟
）
と

い
う
坑
夫
や
作
業
員
を
死
亡

事
故
や
怪
我
、
病
気
の
時
に

共
済
す
る
し
き
た
り
が
あ
っ

た
。
花
岡
鉱
山
の
友
子
制
度

は
、
親
分
・
子
分
の
関
係
と

し
て
、
現
場
を
仕
切
る
親
方

と
、
そ
こ
で
働
く
労
工
を
子

分
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、
鉱
山
で
は
、

落
盤
事
故
や
出
水
事
故
で
子

分
に
不
幸
が
あ
れ
ば
親
分

は
、
子
分
の
遺
さ
れ
た
家
族

の
一
切
の
面
倒
を
み
る
と
い

う
。
親
分
・
子
分
が
一
体
と

な
り
相
互
扶
助
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
う
し
た
地
域
に
、

外
国
人
労
働
者
が
入
っ
た
場

合
、
あ
る
い
は
東
京
に
本
社

を
有
す
る
会
社
が
、
元
請
け

と
し
て
入
っ
た
場
合
に
は
、

「
友
子
制
度
」
の
契
約
が
崩

れ
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
近
代

労
働
契
約
で
誕
生
し
た
組
合

組
織
に
よ
る
労
働
契
約
が
主

体
と
な
る
。
親
分
・
子
分
と

い
う
一
家
の
意
識
が
薄
れ
、

篤
い
気
持
ち
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
し
ま
う
。

▼
地
域
の
忌
み
の
出
来
事
も

重
要
な
歴
史

冒
頭
述
べ
た
「
花
岡
事

件
」
は
、
戦
時
下
と
い
う
状

況
が
、
こ
の
「
友
子
制
度
」

の
地
域
の
風
習
を
消
し
、
変

質
さ
せ
た
。
１
９
４
２
年
１

１
月
、
戦
時
中
の
労
働
力
不

足
を
補
う
た
め
法
律
を
制
定

し
、
日
本
本
土
に
中
国
人
を

強
制
的
に
収
用
連
行
、
労
働

不
足
を
補
填
し
た
。
し
か

も
、
抑
留
国
の
十
代
の
少
年

も
対
象
と
し
て
約
４
万
人
の

男
性
を
日
本
国
内
に
連
行

し
、
劣
悪
な
環
境
や
状
況
で

労
働
を
強
い
た
。

中
国
人
が
連
行
さ
れ
た
作

業
所
は
、
全
国
に
１
３
５
カ

所
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
花

岡
事
件
」
は
、
河
川
の
流
路

の
切
替
工
事
を
下
請
け
し
た

鹿
島
組
花
岡
出
張
所
の
中
国

人
収
容
施
設
「
中
山
寮
」
で

起
こ
っ
た
。
重
労
働
と
虐

待
、
し
か
も
十
分
な
食
料
が

与
ら
れ
ず
飢
え
が
加
わ
る
極

悪
非
情
な
労
働
生
活
環
境

が
、
そ
の
背
景
で
あ
っ
た
。

事
件
後
、
工
事
現
場
近
く

の
信
正
寺
の
蔦
谷
達
道
師
は

「
怨
親
平
等
」
の
精
神
か
ら
、

「
華
人
死
没
者
追
善
供
養
塔
」

を
設
置
し
遺
骨
を
祀
っ
て
い

る
。
寺
庭
に
は
、
樹
齢
６
５
０

年
の
銀
杏
が
あ
る
が
、
す
べ
て

の
目
撃
者
で
あ
り
、
歴
史
の
証

言
者
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

▼
「
花
岡
事
件
」
か
ら

学
ぶ
こ
と

花
岡
事
件
を
生
ん
だ
大
館

に
と
っ
て
は
、
隠
し
た
い
忌

み
出
来
事
で
あ
る
。
す
で
に

事
件
か
ら
72
年
が
経
過
し
た

が
、
そ
の
原
因
と
事
実
関
係

の
解
明
は
十
分
で
は
な
い
。

い
ま
、
鉱
山
跡
地
は
、
過

去
を
払
拭
す
る
よ
う
に
、
都

市
鉱
山
か
ら
の
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
へ
の
転
用
が
、
時

代
の
要
請
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。

地
方
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
提
案
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
地
に
は
、

中
国
人
観
光
客
も
や
っ
て
く

る
。
未
来
に
向
け
た
日
中
友

好
と
世
界
の
平
和
の
た
め
に

は
、
事
件
の
正
し
い
事
実
認

識
と
そ
れ
に
根
ざ
し
た
伝
承

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ

れ
ば
こ
そ
真
の
エ
コ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
な
り
、
確
か
な

エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
仕
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
は
〝
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
〟

の
視
点
で
も
あ
る
と
思
う
。

花岡川のほとりで行われた灯明供養。
事件時に中国人労工を看護した花岡鉱
山病院の看護婦・内藤イトに扮した女
性と419の灯明（2017年7月1日夜）


